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近年，SDGs（Sustainable Development Goals）を背景
とした食品ロス削減意識の変化から，市販の冷凍食品や
ホームフリージングの活用ニーズが高まっている。一方，
他の食品に比べて，野菜はホームフリージングの活用度が
低く，特に葉物類は冷蔵保存では長持ちしないことから，
家庭での廃棄量も多い。この課題の解決策として，野菜を
手軽に冷凍，長期保存できて，調理の際にも悩まず・手間
なく使える“できちゃうＶ冷凍”機能を開発した。

野菜は一度冷凍するとサイズを変えられず，使い方が制
限されて，料理の自由度が低くなってしまう。できちゃう
Ｖ冷凍では，食品のガラス転移による物性変化に着目し，

当社独自の新たな冷却制御によって，冷凍した野菜を手で
砕ける状態にすることで，冷凍した後も使い道に合わせて
自由にサイズを変更できる機能を実現した。これによって，
野菜を冷凍するための事前の計画・下ごしらえが不要にな
り，使い勝手を向上させることができる。また，冷凍した野
菜を砕いて調理に使う，という新しい体験になるため，具
体的な使い方・生活シーンをイメージできる動画コンテン
ツやレシピを開発した。砕いた後の野菜の使い方を含めて
顧客に提案することで，既に野菜のホームフリージングを
している人，していない人の両者に冷凍した野菜の活用を
促すことができて，家庭での野菜の廃棄量削減に貢献する。

Mitsubishi Refrigerator MZ/WZ Series Equipped with “Dekichau V Reitou” for Reducing Food Waste by Freezing Vegetables

野菜冷凍で食品ロス削減“できちゃうＶ冷凍”を搭載した三菱冷蔵庫ＭＺ／ＷＺシリーズ ★

4. 3　キッチン家電・生活家電　Kitchen and Other Household Appliances

これまで

これから

計画に合わせて下処理

計画する

冷凍室へ
限定された使い方

そのまま肉野菜炒めに 少し砕いて豚平焼きに 細かく砕いて餃子に悩まずざく切り
冷凍室へ 冷凍したまま， 使い方を悩まず， 自由に料理に使える

できちゃうＶ冷凍が実現する価値
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近年，カーボンニュートラル社会の実現に向けて，省エ
ネ法改正やZEH（net Zero Energy House）住宅推進政策
など高効率給湯機の普及促進が求められており，太陽光発
電の再生可能エネルギーを活用し，効率良くお湯を沸かす
エコキュート（注）への関心がますます高まっている。この
ような市場背景を踏まえて，顧客のニーズに応えるため
2025年度新商品（B7タイプ）を発売した。

その主な特長は次のとおりである。
⑴	 当社独自の技術力で高い省エネルギー性を実現

従来のサーモジャケットタンク（ウレタン断熱材＋真
空断熱材）や４条ガスクーラー等の高効率技術に加えて，
ヒートポンプユニットに当社独自設計のプロペラファンを
新たに搭載することで高い省エネルギー性を実現し，全機
種2025年度目標の省エネトップランナー基準値を達成した。
⑵	 太陽光発電余剰電力活用（お天気リンクEZ）強化

B7タイプでは沸き上げ時の加熱能力を複数パターンで
調整でき，余剰電力が少ない場合（例えば冬場など）でも昼

間の余剰電力を効率良く活用可能である。
⑶	 無線LANアダプターをリモコンに内蔵

無線LANアダプターを台所リモコンに内蔵すること
で現地調査の手間や施工時間を短縮した。また，遠隔操
作機能（当社家
電 統 合 ア プ リ
MyMU（マイエ
ムユー））で湯は
りや沸き上げ停
止などの設定を
スマートフォン
で操作できて，
利便性を向上さ
せた。

Achieved to Enhance Product Appeal with ECO CUTE B7 Model

国内エコキュートB7開発による商品力強化 ★

B7タイプ（SRT－P377UB）

現行品

回転方向

赤線部分
がリブ

NEW新商品

当社独自設計の高性能ファン“ツインターボ ファン”

・ツインターボ ボス
ファン中心部の形状を
○→△形状に変更
＋放射線状に配置した
複数のリブで， 軽量化
しつつ， 羽根面積を拡大
→風量が増加

・羽根後縁カット
羽根への無駄な
風エネルギーを
逃がす
→風量を維持し
　つつ， 静音性
　を確保

・羽根前縁カット
羽根の角度を大きくしても室外機に収まるよう，
羽根前縁をカット→室外機を大型化せず風量が増加

・羽根の弦長拡大
羽根の面積を拡大
→風量が増加

高い省エネルギー性を実現（ヒートポンプユニットのファン比較）

イメージ①（＊1）

昼

通常の夜間沸き上げ

夜

今まで

新商品
イメージ② イメージ③

夜間
沸き上げ

夜間
沸き上げ

夜（23～7時）

お天気リンクEZを活用する場合

昼間
シフト

天気予報から翌日の余剰電力量を
予測し， 翌日昼間へ沸き上げをシフト

余剰電力量：大

昼間
沸き上げ
（シフト分）

十分な余剰電力量が確保できる場合は
昼間へ沸き上げをシフト

予測した余剰電力量が上のグラフよりも少ない日
でも， 今回新たに搭載する沸き上げ能力可変制御
によって複数パターンで昼間の自家消費を促進する

低出力で昼間沸き上げできるので， 余剰電力量
の少ない日（例えば冬など）にもお天気リンクEZ
を活用した自家消費の促進が可能

余剰電力量：中 余剰電力量：小

“翌日の余剰電力に合わせて”夜間沸き上げをセーブし，
翌日の昼間へ沸き上げをシフトする

＊１　太陽光発電を利用して沸き上げを行うには， 余剰電力がエコキュート
の沸き増しに要する消費電力を上回る必要がある。
余剰電力が不足している場合は， 太陽光発電との連携は動作しない。
例：SRT－S377Uの場合， 余剰電力が1.5kW（目安）以上必要になる。

ただし， 数値は季節や外気温によって変動するため， あくまでも
参考値となる。

お天気リンクEZ動作のイメージ
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2020年10月の“2050年カーボンニュートラル”宣言を起
点とした政策が進められている。住宅分野では，省エネル
ギー性・防犯性などの向上が期待されるスマートホームや，
高断熱・高効率設備による省エネルギーと太陽光発電な
どの創エネルギーを組み合わせたZEHの普及が求められ
ている。スマートホームやZEHの実現には遠隔操作・自
動化が可能なIoT（Internet of Things）家電・住設機器（以
下“IoT機器”という。）が不可欠であるが，居住者によるそ
れらIoT機器の登録作業にかかる負荷が課題になっている。
また，IoT機器の普及に伴って住宅メーカーや管理会社な
どが遠隔で物件内の機器を管理するサービスへの要望が高
まってきている。

このような背景の下，当社はIoT機器管理サービス
“AMANOHARA”（ ＊1）（ 以 下“AMANOHARA”と い う。）
の提供を開始した。AMANOHARAでは当社IoT共通プ
ラットフォーム“Linova”（リノバ）を活用し，物件とIoT機
器を紐（ひも）づけることで住宅メーカーや管理会社（以下

“管理者”という。），居住者に価値を提供する。具体的には，
AMANOHARAでは施工者が後に述べるスマートフォンア
プリケーションを使用して居住者の入居前に機器の登録・
設定を実施できる。このため，居住者がIoT機器を登録す
る負荷を軽減できる。さらにAMANOHARAは当社家電統
合アプリ“MyMU”と連携が可能であり，AMANOHARA
に登録したIoT機器は，簡単な操作で居住者のMyMUで

操作ができるようになる。それによって，居住者は入居後
すぐにIoT機器の利便性を体感できる。また，管理者が遠
隔でIoT機器の利用状況やエラーコードを確認できる。

図１に示すように，AMANOHARAは管理者用のWeb
アプリケーション（以下“管理者用Webアプリ”という。）と，
施工者用のスマートフォンアプリ（以下“施工者用アプリ”
という。），そしてクラウドアプリケーション（以下“クラウ
ドアプリ”という。）の三つから構成される。

管理者用Webアプリは管理者がIoT機器の利用状況や
エラーコードを確認するための管理画面である。物件や施
工者の登録も管理画面で実施する。施工者用アプリは，物
件とIoT機器を紐づけるために利用する。管理者から依頼
を受けた施工者が現地に赴いて，施工者用アプリでIoT機
器をクラウドアプリに登録する。この際，IoT機器をイン
ターネットに接続しておく必要がある。クラウドアプリの
構築にはAmazon Web Services（AWS）（注）を利用し，大
部分にサーバーレスアーキテクチャーを採用した。

今後はAMANOHARAの対応機器の拡充を図って，
データを活用した更なるソリューションを創出するとと
もに，スマートホームやZEHの普及を支援し，カーボン
ニュートラル社会の実現に貢献していく。
＊１	 Applications for MANaging and Observing Household 

Appliances in Residential Areas を略した当社造語。頭上に
広がる空模様のように，IoTサービスが広がることを目指し
たシステム。

IoT Appliance Management Service for Home Builders “AMANOHARA”

住宅メーカー・デベロッパー向けIoT機器管理サービス“AMANOHARA”

共通API

IoT共通
プラットフォーム
Linova

機器管理

施工者用アプリ

管理者用Web
アプリ

物件管理

機器管理

データ
ダウンロード

機器を登録

機器の状態を確認

AWS Cloud

共通基盤

Web API

Web
API

ソリューションサービス

Amazon CloudFront

Amazon Simple Storage 
Service （Amazon S3）

Amazon DynamoDB

AWS Lambda AWS Step Functions Amazon Simple Queue 
Service （Amazon SQS）

Amazon API Gateway Amazon Cognito

Amazon Elastic Container 
Service（Amazon ECS）

施工者

管理者

居住者

IoT機器（＊2）

MyMU

＊２　ルームエアコン， 給湯機など API：Application Programming Interface 

物件

クラウドアプリ

登録した機器を
MyMUで利用

図１－AMANOHARAのシステムイメージ
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